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◆本件のポイント！  

わが国で植物の分類学的研究が始まった明治時代。東京大学の矢田部良吉、松村任三、牧野

富太郎らによって植物標本が盛んに作製され、新種記載が行われました。 

島根大学にも、牧野富太郎博士と同じ時代を生きた長野菊次郎による植物標本が大切に保管

されています。この企画展では、学術的に非常に貴重な長野菊次郎コレクションの一部を公開し

ます。 

 

 

◆本件の概要  

島根大学に保管されている長野菊次郎作製の植物標本を公開します。長野菊次郎（1868-

1919）は、福岡出身の植物・動物学者で、牧野富太郎とも交流がありました。福岡出身の古海正

福旧制松江高校（島根大学前身校）教授が、長野の標本を引きとり、島根大学に残したものと推

定されます。希少な当時の標本が、地方大学に保管されているのは珍しいことです。 

 

 

◆内容 

会 期： 令和 5 年 7 月 29 日（土）～9 月 2 日（土） 10:00 - 17:00 

      （※休館日… 日曜日・祝日、8 月 14 日・15 日） 

会 場： 島根大学総合博物館アシカル展示室 （島根大学生物資源科学部３号館１階） 

主 催： 島根大学総合博物館・島根大学生物資源科学部生命科学科 

その他： 入館無料 

 

 

◆本件の連絡先 

 島根大学総合博物館・会下和宏 （TEL： 0852-32-9893） 

 

関連HP≫ http://sumuseum.blogspot.com/2023/05/blog-post.html 

 

 

【添付資料：  ■あり（  １ 枚）    □なし 】 

 

令和５年度島根大学総合博物館アシカル企画展 

「黎明期の植物標本 島根大学に遺されてきた長野菊次郎コレクション」 

 【7/29-9/2】 
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